
　
現
在
、
阿
蘇
消
防
で
は
平
成
26

年
に
導
入
し
た
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、「
１
１
９
番
」
通
報

す
る
こ
と
で
素
早
く
場
所
を
特
定

し
、
迅
速
に
最
寄
り
の
消
防
署
か

ら
消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　
緊
急
時
の
通
報
は
消
防
署
の
加

入
電
話
に
掛
け
ら
れ
る
よ
り
も
局

番
な
し
で
「
１
１
９
番
」
に
通
報

す
る
方
が
素
早
く
対
応
で
き
ま
す
。

　
電
話
が
繋
が
る
と
、
通
信
指
令

員
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

落
ち
着
い
て
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。
質
問
内
容
は
主
に
次
の
と

お
り
で
す
。

火
事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？

ど
ん
な
状
況
で
す
か
？

場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

世
帯
主
と
通
報
者
本
人
の
お
名

前
は
？

　
今
、
お
掛
け
の
電
話
番
号
は
？

こ
れ
ら
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
直
ち
に
現
場
に
向
か

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
万
一
の
場
合
に
備
え
、
右
記
の

質
問
内
容
を
電
話
付
近
に
貼
っ
て

お
く
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
答
え
ら

れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
卒
業
式
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

が
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
っ
た
２
月
14
日

（
水
）、
南
阿
蘇
鉄
道
の
計
ら
い
で
高

森
高
校
３
年
生
21
人
の
た
め
に
卒
業

列
車
が
運
転
さ
れ
ま
し
た
。

　
震
災
前
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
南

鉄
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
駅
舎
周
り

を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
記
念
撮
影
後
、
生
徒
た
ち
は
列
車

に
乗
り
込
み
１
時
間
掛
け
て
高
森
～

中
松
間
の
往
復
の
旅
を
し
ま
し
た
。

車
内
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
、
パ
フ
ェ
、

プ
リ
ン
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、
思
い
出
を

ま
た
ひ
と
つ
作
っ
た
生
徒
た
ち
。
乗

車
中
、
列
車
に
向
か
っ
て
手
を
ふ
っ

た
地
域
の
ひ
と
に
気
付
き
、「
こ
う

い
う
温
も
り
の
あ
る
高
森
町
が
大
好

き
」
と
生
徒
は
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
南
部
分
署
消
防
一
課

の
若
手
職
員
２
名
を
紹
介
し
ま
す
。

重
石
　
兼
吾　
25
歳　

　
救
急
隊
（
救
急
救
命
士
）

　
入
署
3
年
目

　
■
出
身

　
　
熊
本
市
北
区　

　
■
趣
味

　
　
登
山

　
■
最
近
始
め
た
こ
と

　
　
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

中
尾
　
聡
志　
21
歳

　
消
防
隊　
入
署
2
年
目

　
■
出
身

　
　
南
阿
蘇
村
立
野

　
■
趣
味

　
　
ド
ラ
イ
ブ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
■
最
近
始
め
た
こ
と

　
　
ゴ
ル
フ

消  

防 

南
部
分
署

問  

☎
６
２

−

９
０
３
４　
火
災・救
急
１
１
９

平成29年秋の叙勲

『瑞宝双光章』受章

第65 回 森林計画研究発表大会公平な税負担を

　永年の教育分野での功績が認められ、昨年
の秋の叙勲で瑞宝双光章を受章した児玉邦男
さんと佐藤昭也さん。町長室で伝達式が行わ
れました。教育部門において受章した県下 8
人のうち阿蘇郡市では児玉さんと佐藤さんの
２人のみ。
　児玉さんは、40 年教職に携わりました。
高森小学校で教鞭をとりはじめ、高森小学校
校長で幕を閉じました。高森町での在任期間
は 25 年にも及びます。
　佐藤さんは、38 年教職に携わり、その後
高森町教育長に就任。町の教育の発展に大き
く貢献しました。
　閣議で決定されるこの叙勲。この名誉な受
章にお二人は「ちょっと重たかです」と嬉し
そうに叙勲額を抱えて言いました。

　林野庁と森林計画研究会の主催で、2 部会、
16 テーマの研究発表が東京大学で行われま
した。森林政策・経営部会で、熊本県代表と
して発表した阿蘇南郷檜ブランド化推進協議
会。ナンゴウヒの紹介、ブランド化への取組
内容など動画を織り交ぜた発表が評価され、
２位にあたる『佳作』を受賞しました。

１月22日（月）2月6日（火）

2月1日（木）～2日（金）

何
か
あ
っ
た
時
は「
１
１
９
番
」

通
報
は
質
問
形
式

南
部
職
員
紹
介

　「阿蘇郡市町村税徴収向上に係る職員派遣
に関する協定書調印式」が阿蘇市・阿蘇プラ
ザホテルで行われました。これは、阿蘇郡市
の税務担当職員が税の徴収率向上を目指し、
連携して滞納者宅への合同捜索や差し押さえ
を行うもので、今後も一致団結して滞納整理
に取組み、税負担の公平化を図ります。

熊本県教育功労表彰平成29年度

阿蘇郡市で
一致団結！

　ICT（情報通信技術）を駆使し、学習指導
で著しい成果をあげたとして、高森東学園義
務教育学校の中山亜紀先生と高森町教育研究
会 ICT 部会が県教育委員会から表彰されま
した。
　中山先生は児童の家庭との連携ツールとし
て ICT を活用した功績が認められ、ICT 部
会は、実証研究を進め、県の教育の情報化に
大きく貢献していると評価を受けました。

1月22日（月）

郷
里
の
思
い
出
た
く
さ
ん
乗
せ
た

南
阿
蘇
鉄
道

卒
業
列
車

平成30年3月5日発行広報たかもり 703号 （6）（7）


